
米子市男女共同参画センター

かぷりあ
 業務時間：月～金曜日
　午前９時～午後５時

Tel：31-1591　Fax：31-1592

ふれあいの里　2F

かぷりあだより　

令和8年度　ライトアップを予定している施設
がいなロード・米ッ子合掌像（JR米子駅前）・米子市公会堂・米子市福祉保健総合センターふれあいの里・米子市男女

共同参画センター“かぷりあ”・米子市人権情報センター・中央隣保館・下福万隣保館・前田隣保館・米子コンベンション
センターなど

 毎年11月12日から11月25日（女性に対する暴力撤廃国際日）までの2週間は、「女性に対する

暴力をなくす運動」期間です。期間中には全国各地で、女性に対する暴力根絶のシンボルである

パープルリボンにちなみ、「パープルライトアップ」が実施されます。この運動の趣旨に賛同して、

米子市でもがいなロードのカラーライトや米子駅前の米ッ子合掌像をパープルライトアップします。

ライトアップには、女性に対するあらゆる暴力の根絶を広く呼びかけるとともに、被害者に対して

「ひとりで悩まず、まずは相談してください」というメッセージが込められています。

 また、11月9日から25日まで、鳥取大学医学部図書館で、鳥取県との合同パネル展も開催します。

是非お立ち寄りください。

【ドメスティック・バイオレンス、セクシャル・ハラスメントに対する考え方】

DV、セクハラに対する考え方については、「たとえ夫婦であっても、暴力を振るうことは許されない」と思う割合が高く
なっています。また、DVやセクハラの相談窓口や環境作りの充実の必要性も、多くの人に認識されていました。

令和3年度米子市市民意識調査

令和7年度ライトアップ施設
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④相談窓口など、被害者が相談

しやすい環境作りが不十分

③加害者にも、相談機関が必要

②自分も当事者かもしれない

①たとえ夫婦であっても暴力を

振るうことは許されない

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答



ファーストボイス　　主演　綾瀬はるか　　監督　前田　哲

　日本で初めて「ハラスメント」が”事件”となった。そして、その裁判がやがて、
社会の価値観とルールを大きく揺り動かしていく。
　そこには、新たな未来を切り開こうと挑んだ女性たちの活躍があった。
　立ちはだかる”常識”という巨大な壁。その最初の一声”ファーストボイス”が、
日本社会を揺り動かしていく！

        「男性も女性も働きやすく
             働きがいのある職場」
                  ～アンコンシャス・バイアスに気づく～

参加無料
オンライン配信あり

性別によるアンコンシャス・バイアスがもたらす職場環境への影響に気づき、性別・年齢に関わりなく多様な
人材が活躍できる職場環境を整えるとともに、働きがいのある職場等について考えます。

　　令和８年１０月３０日（金）１３：３０～１５：００
　　鳥取商工会議所５階大会議室（鳥取市本町3丁目201）

日時

会場

講師
かつ　けいこ

勝恵子氏（フリーアナウンサー）

主催（共催）

大学在学中よりテレビ朝日「ニュースステーション」のキャスターに起用され、天
気予報、スポーツ、ニュース等６年半にわたり出演。
その後テレビ朝日「スーパーJチャンネル」、日本テレビ「ザ・ワイド」、フジテレビ

「めざまし天気」等、各局の情報番組のキャスター、司会を歴任。サンデー毎日な
ど雑誌や新聞でのインタビューや対談多数。シンポジウム、企業セミナーなどの
司会多数。キャスターの仕事に並行して、企業のサスティナビリティアドバイ
ザー・外部委員も務める。

現在は女性活躍支援団体理事、ウェルビーイング推進団体運営員として、女性
の健康課題、ライフキャリア、ウェルビーイング、性差、アンコンシャス・バイアス
などをテーマに講演。多様な人材が活躍できる職場づくりについて、豊富な経験
を交えながら分かりやすく伝えている。

鳥取県商工会議所連合会・鳥取県商工会連合会

鳥取県中小企業団体中央会・鳥取県

問合せ先

鳥取県男女協働未来創造本部県民運動課
TEL：0858-22-6698　　　MAIL: kenmin-undou@pref.tottori.lg.jp

申込はこちらから


